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1 はじめに
現在の遠隔地コミュニケーションとして，テレビ電

話やビデオチャットなどのサービスが普及している．こ
れらのサービスは限られた通信セッション時間にしか
AV 対話環境が保たれない．このような問題を解決す
るため，Virtual Window System が提案されている．
Virtual Window System は，窓をメタファとしたディ
スプレイ (以下仮想窓) で通信者の空間同士を仮想的に
繋げるシステム [1]である．通信者が仮想窓を見る位置
の変化に応じて，仮想窓に表示される景観画像を適応さ
せる特徴を持つ．
Virtual Window System は，仮想窓で接続する空間

毎に通信者の位置同定や画像合成を行うサーバを設置す
る必要がある．しかし，現在提案されている位置同定や
画像合成の処理法は，ハイビジョン放送のような高精細
で高画質な通信を行おうとすると，スーパーコンピュー
タ水準の計算機が必要となる．そのため，システムを実
装し，実用に供するのは困難である．そこで，複数台の
高速な計算機を設置しなくてもシステムを利用できるよ
う，システム機能のクラウド化をすることを提案する．

2 従来のVirtual Window System

Virtual Window System は大きく分けて通信者の位
置同定, 通信者の位置に対応した相手空間の景観画像生
成, 景観画像の表示といった 3 つの機能から構成されて
いる.

これらの機能からなるVirtual Window System の動
作は, まず受信者の位置同定を行い, 得られた受信者の
位置情報は送信空間側に送信する. 送信空間側では受信
した位置情報を基に, 受信者側から見た自空間の景観画
像を生成する. 生成された景観画像は受信者側に送信さ
れる. 景観画像を受信した通信者側は仮想窓に景観画像
を表示する.Virtual Window System の画像表示までの
従来の処理構成を図 1に示す．

3 Virtual Window System のクラウド化
Virtual Window System の負荷の大きいの処理を 従

来と異なり，クラウドサーバで行うことを提案する．ク
ラウド化により，両通信者空間毎の処理負荷が軽減さ

図 1 従来の処理構成

れ，クラウド・クライアンツ利用者はシステムの実装が
容易となる．

3.1 クラウドコンピューティング

クラウドコンピューティングはインターネット上で，
エンドユーザへソフトウェアやオンラインストレージ等
のサービスを提供するコンセプトのことで，基本的には
インターネットに接続できればシステムを利用すること
ができる．
クラウドコンピューティングのサービス提供形態と

して,ソフトウェアを提供する Software as a Service(以
下 SaaS と表記) や, 実行環境を提供する Platform as a

Service が存在する. 過負荷処理を仮想化しているため
スケールアウトが容易で、システム利用者の増加に迅速
に対応できる.

3.2 クラウド型Virtual Window Systemの構成

3台のカメラから取得した３つの動画の選択をクラウ
ド上のサーバで実行．動画の選択には受信者位置を使用
し，受信者すなわち視者の位置によって動画の切り替え
る．これらの機能からなるクラウド型Virtual Window
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System の動作の流れは, まず各空間に設置されたカメ
ラから取得した映像をクラウドサーバに送信する. クラ
ウドサーバでは各々受信した 3つの映像に対し顔検出
処理を行い, 受信者の位置情報を検出する. 検出された
位置情報を元に仮想窓に表示される映像の選択を行う.

選択された映像を受信した受信者側は仮想窓に景観画
像を表示する. クラウド化仮想窓通信方式の処理構成を
図 2に示す．

図 2 クラウド型 Virtual Window Systemの処理構成

4 映像選択処理
映像選択処理は通信者の顔検出処理によって得られ

た位置情報から，仮想窓に表示する映像の選択を行う．
受信者の位置情報を図 3に示す．2カメラの場合，位置
情報の基準線の成す角θの値により通信相手の位置を
判断し，送信するカメラ画像を選択する．θの値が正か
負かでカメラの中央に対して左か右かを導出しており，
正ならばカメラに対して右方向に存在し，負ならばカメ
ラに対して左方向に存在するとする．
カメラが仮想窓の左右と中央の計 3台設置をされる

場合，θの値が－ 30°～30°の時は C0のカメラの映
像を選択し，θの値が 30°より大きい場合は CRのカ
メラの映像を選択，θの値が－ 30°より小さい場合は
CLのカメラの映像を選択して送信を行う．
さらに，カメラが上下にも分布配置される多カメラの

場合は，上記のθに加え，φによる選択に拡張が可能で
ある．

5 まとめ
本研究では，Virtual Window System をクラウド化

することにより，Virtual Window Systemの問題点の解
決，及びシステムの実用化に向け，クラウド型 Virtual

Window System の処理構成を提案した．また，従来の
画像合成処理に代わり，映像選択処理を提案すること
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図 3 受信者の位置情報

で，Virtual Window System の全処理をクラウド上で
実行可能とした．
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